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令和３年度めむろ未来ミーティング報告書（1/20 西芽室地域福祉館） 

【めむろ未来ミーティング日程２０】 

令和４年１月２０日(木) 

1３：３０～１４：３０ 

西芽室地域福祉館 

 

■参加者  ６人 

■芽室町 町長、政策推進課長、 

農林課長、環境土木課長補佐 

■記 録  広報広聴係長 

 

 

 ■対応・検討が必要な事項   

①除雪路線の消防との共有の件（環境土木課） 

②中学生の部活の学校間の選択肢の件（教育推進課） 

 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 町からの説明事項 

 資料１ 公共施設等再配置構想 

 資料２ まちなか再生の取り組み 

 資料３ ３回目コロナワクチン予防接種 

 

４ 意見交換 

【意見】 

 ３０号の踏切のところの道路を改良していかないと、

道路の規格に当てはまってないような感じで、線路の

手前で止まることができないような状態なのと、降雨

があるたびに道路がダメになる。 

 その都度、町の方で直してくれるんだけど、その分遮

断機の方にどんどん砂利がたまっていってしまってい

る。整備をしていただきたい。 

 

 ２点目は、上水道の件、早めに対応していただきたい。 

 

 ３点目は、この寿の家について、無くなるようなことを

耳にしているが、災害等のことを考えると、小さくてい

いので部屋一つと、トイレ・水道くらいのものでもいい

のであったほうが良いと思う。 

 このあたりは企業の人も多々往来があるような場所

だし、災害時には国道３８号線が通れないようなことも

想定される。 

 

 もう１点は、冬の除雪路線と消防との連携がきちんと

なっていないんじゃないかなと。 

先日、救急車が地域に来た時に、雪が降っていたら

通れなさそうな除雪をしていないところに救急車が通

ってしまっていた。 

 雪が積もっていたとしたら、国道から直結する道路

を除雪していないので、U ターンして戻ることが多くな

ってしまうと思う。消防と除雪状況の共有、連携をお願

いしたい。① 

 

【町長】 

 ３０号の踏切は確認していきたい。この道路に限ら

ず、他の路線も傾斜などもやっていかないといけな

いと思う。災害の時もこの地域は大変であった。課題

路線として頭に入れたい。 

 

【意見】 

１２月の大雨のときも道路の砂利が線路に流れ込む

ようなことがあり、電車にも迷惑がかかる。また、なけ

れば困る道路である。 

 

【町長】 

 ２点目の上水道の件は、長年の課題であり、状況に

ついてはご理解いただいていると思うが、土地改良

事業や北海道とどんな方法で可能性があるのかなど、

いろいろと研究していることも事実。 

 金額的な部分もある。できれば今の管路の中でう

まくできる方法がないかなとは思っている。新たに

管路を引くとなると数十億円になる。長い課題とは

思っているが、なかなか進捗、いい答えとならず申し

訳ないが、そのような状況。 

 

【政策推進課長】 

 地域福祉館については、２年前の副町長との未来ミ
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ーティングの際に令和４年度～6 年度の３年間で検

討をするとお話しさせていただいた。 

ここに来る前に担当と話したところ、２月に地域の

皆さんと一度話し合いを持ちたいと担当の方で言っ

ていたので、その際に今のご意見も含め、地域の声

をぶつけてほしい。 

 

【町長】 

 地域福祉館のことについては、強引に進めたいと

は思っていない。地域の思いはお聞きしていきたい。

ただ、人口減でもあり、規模としては他の地域も小さ

くして整備してきている。 

 

除雪路線の消防との連携の件については、いざと

いうときに問題が生じては困るので、持ち帰らせて

いただきたい。 

 

【意見】 

除雪をしろということではなく、除雪していないとこ

ろを消防が知らないで向かってしまったら困るなと思

うので、事前に除雪しているルートを連絡してあげた

ほうがいいと思う。① 

 

【別の方の意見】 

 上水道の件について、私も意見がある。 

営農用水と変わらないことについては、外から移住

してきた妻なんかは驚いている。また、子どもたちには

この事実を伝えていない。伝えたときに、そんな対応

の町に住めないわという考えにもなりかねないかなと

思う。 

 命に係わる水に対しての町の取り組みはこれでいい

とは思えない。 この土地に将来、何人残るかというこ

とは、会館の在り方にもかかわるとも思う。 

 多額のお金がかかっても対応すべきではないかと思

う。 

 

【町長】 

 ご意見としてごもっともだと思う。生活の基本にか

かわるところではある。 

農水省や総務省、水源をどう求めるのか、水利権

をどのように獲得するかなど課題はあるが、研究を

させていただいている。まだ少しお時間いただいた

上で、私たちとしても考えていきたい。 

 この地域の切実な思いとしては承知している。何と

か考えていきたい。 

地域で行けば御影地区もあるので、清水町との連

携をしながら進めることも必要かと思っている。 

 御影の市街地は深井戸を水源にしている。それで

も相当な費用も掛かるがそのあたりの研究もしたい。 

単独の財源ではなく、起債など将来に向かっての

借金にはなるが、どのようにしていくかということ

を考えていきたい。 

 

【意見】 

 学校のことで、西中と芽中と分かれている中で、生徒

数の違いが大きすぎて、部活を選べないことがあるな

ど、子どもの可能性を奪っている側面もあるかなとい

う印象である。 

 この競技なら芽中に行かせたかったというような声

も聞こえてくる。 

 学校の区分けがうまくいっていないような気がする。

子どものチャンスを摘まないようにしてほしい。② 

 

 また、JA と役場の距離が遠いなど、町の主要な機能

を集約できていない部分もあるので、高齢者も移動で

きる距離などにも影響があると思う。 

 人口の分布をどうしていくのかというところになると

思うが、そのあたりも考慮していってもらいたい。 

 

【町長】 

 そもそも少子高齢化で、子どもの全体数も減る中

で、２校が必要かという議論にも将来なってくること

が想定される。校区については５年に一回必ず見直

しをしていく中で、西の方は新築の分譲もあり、少し

増えるような見通しもある。 

芽中校区は、その逆で少し開発も時間がたって落

ち着いたというところがある。 

そのあたりの長期的な動向も踏まえて校区を決め

ていかなければならないと考えている。 
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 また、公共施設のことはおっしゃるとおりで、公共

施設の配置などについては集約化の考えをもって進

めている。 

だからといって地域コミュニティの場所について

も集約すればいいということではなく、この部分は

地域への郷土愛などもしっかり考えていきたいので、

別に考える必要があると持っている。 

 

【意見】 

 役場庁舎北側の新しい駐車場。車を停めづらいとい

うかわかりにくい。 

前向き駐車、後ろ向き出庫と、自分はわかっていて

も、他の人が理解していなくて逆走する人がいたり、ち

ゃんと周知するようにしてほしい。 

 確定申告なども始まるので、停め方のルールをきち

んと周知をもっと利用する人にお知らせしてはどうか。

個人的にはあまりあの停め方には賛同できない。 

 

 それと、防災ラジオについて、配布する戸数の７割く

らいの配布状況と聞いた。せっかくお金をかけている

のに行き渡っていないのは機能を果たしていないので

はないかと思う。 

 また、流している時間帯に皆さんちゃんと聞けている

のか。聞き直しボタンも上書きされてしまうので、古い

情報が聞けなくなる。 

 

 まちなか再生について、人口が減っていて、増えるこ

とは難しいと思うが、人が転出しない、留まらせる。そ

んなことを考えなければならない。 

 道の駅を新嵐山に作るというようなうわさも聞いた

けどそうではなくて、夏場に週末にたくさん車が来てく

れているので、その人たちをまちなかの芽室公園付近

などに導いていくなどが大事だと思う。 

まちなかに集客できる施設かなにかを作っていくよ

うなことがいいのかなと思う。 

 

 また、学校のこともそうだが、病院のことで住んでい

ていい町ということで、交通の便、車に乗れない人も

増えていくのでどうするのかということを具体的に出

していってもらいたい。 

 

【別の方の意見】 

 まちなかのことに関連して、公衆浴場のこと、急きょ

の対応としてお風呂のない方の送迎をしていることを

すまいるでも見たけど、なんとか公衆浴場を存続して

ほしいなと思っている。 

利用していた人に聞くと「もったいないね」という話

をたくさん聞く。 

 災害の時にも私たちにとっても、とても役に立った。 

 公衆浴場はまちなかにあってくれた方がいいと思う。

新嵐山も大事だと思うけど、ああいった施設が存続で

きるような支援などを考えてほしい。 

 

【町長】 

 役場の駐車場については同じようなご意見をいた

だいている。 今のところ事故は起きていないが周

知は定期的にしっかりしていきたい。 

 

 防災ラジオについては、対象区域については全戸

配布が目標である。災害の際に情報が届かないこと

は困るので、浸水区域の中でも不要という方もいる

が、総務課で個別に回ったり、普及に取り組んでいる。

引き続き目標に向かってしっかりやっていきたい。 

 

【意見】 

 夕焼け小焼けじゃなくて、その時間で何かまちのこと

を流すこと定着化するようなことも、耳を傾けてもらう

ための使い方としていいのではないか。 

 この時間になれば情報発信があるというようなことを

続けていくこともありなのではないか。 

 

【町長】 

町としては、５時の夕焼け小焼けの放送よりも後

の時間に重要な情報を配信するよう工夫している。 

夕焼け小焼けの前だと、聞き直しボタンを使って

いただいても、聞き直しの対象が夕焼け小焼けにな

ってしまうので、そのような工夫をしているところで

ある。 

 

また、まちなか再生については、学校や病院のこ
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ともご意見をいただきましたが、病院も医師が一人

減るが３人増え充足されると考えている。 

イメージは、総合診療科があって、その中に内科も

外科も両方診察できる体制をもっているイメージ。 

外科を診れる方が、今は１人。さらに４月からその

ような免許の医師がもう１人増えるので、しっかりで

きるものを対応していきたい。 

 急性期のものは、一定程度大きな病院にお任せし

て、リハビリや慢性期など戻ってくる病院としての対

応をしていきたい。 

 

公共浴場については、法律上も努力目標として、

自治体は、公衆浴場を確保しなければならないとい

うことがあるのは事実であるが、鳳の舞さんも川北

温泉さんも、公衆浴場として認定してきた。 

ただ、もともとは民業からスタートしていて、当初

は入浴料ももう少し高額であった。それを公衆浴場

として認定して、これまで毎年５００万円ほど、また、

電気設備の更新についてもさらに支援してもらえな

いかということであった。実は、今回だけではなく以

前にも同様な支援をしているところであり、下水道

料金の減免など、さまざまな支援をしてきた。ここで

さらにという今回のお話しであったので、これ以上

は・・・という判断をさせていただいたところである。 

ただ、おっしゃるように公衆浴場としてということ

もそうだが、まちなかにあのような施設がなくなる

ことへの喪失感といったこともあると思うので、新

たに事業継承できる方がいないかということで、町

としても側面的に支援させていただいて交渉してい

る状況である。 

ただ、結果について保証できるものではない。こ

のような取り組みをさせていただいていることにつ

いては知っていただければ。 

 

 【意見】 

 素人考えだが、新しくできる町営プールにちょっと立

派な大きい風呂を作るような考えはないのか。温泉と

いうよりも大きいお風呂に入りたいという考えの方も

多いのではないか。 

 ジムとかに行くと、午前中はお風呂を目的にしている

人が多い。素人考えだがそういった考えはどうか。 

 

【町長】 

 プールの図面等はまだ公表できる段階にはないが、

そのような考えもある。 

 

【意見】 

一日の利用者数であれだけ人が出入りしている施

設は、まちなかになかなかないところだと思う。 

鳳の舞はすごいと思う。なくなっていまうと出入りは

それだけなくなっていくことだと思う。 

 

【町長】 

 また、ご意見の中にあった道の駅を新嵐山につく

るという話はないので訂正させていただきます。 

 道の駅については、いろいろな会場でご意見をい

ただいた。道の駅は国道、道道などに面していない

といけないと考えるとそのあとでまちなかに誘導し

ていくということが課題がある。 

 また、道の駅の収支というところで言うと、町から

の補填などがない状況での黒字になっている道の

駅は非常に少ないのではないかと思う。そういった

意味で、財政的な負担なども考えると厳しい面はあ

ると考えている。 

 ただ、物販を含めた道の駅的な魅力ある場所を作

るというのはご意見にもあるようにありなのかなと

思っている。 

 今後のまちなか再生の議論の中で、ぜひ、議論して

いきたい。 

 

【意見】 

 ごみのことで、私は、家は弥生中央町に住んでいる。

年末年始や祝日にごみを回収しない日があったと思う

のだが、自分自身は LINE 公式アカウントに登録して

いたので、自分はごみを出さないでいられたが、知ら

ない人はごみを出してしまっていた。 

 誰が出したかもわからず、燃えるごみなどはカラスの

被害などもあるので、なんとかもう少し行き渡るような

周知ができないかなと思う。 
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【町長】 

 今まではすまいるなどで周知してきたが、新しい手

法として LINE を取り入れてみて、おかげさまで好

評ではあるが、そうした特別なタイミングの時により

多くの方にしってもらえるよう対応を考えていきた

い。 

 

 

１４時３０分終了 

 


